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５ 研究の目的 

放火事件や大規模火災事件の送致にあたっては、再現燃焼実験による解明と立証が

求められてきた。しかし、多大な時間と経費を要し、場所の確保も難しいなど、実大

規模での再現燃焼実験の実施には困難がともなう。そこで、各種可燃物に関する基礎

データの取得及び実規模燃焼実験の実施によって、シミュレーションの有効性に関す

る検証を行い、火災鑑定へのシミュレーション技術の実用化を図る。 

 

６ 成果 

 (1) 当初予定していた成果 

建物の外壁付近における放火を想定し、ガソリンの火炎と外壁の距離、外壁の厚みを

パラメータとして、外壁への延焼性を調べ、これらの結果とこれらに対応したシミュレ

ーションの結果とを比較した。この比較に基づき、これまでにモデル化されていないガ

ソリンの火源について、多層化した複合物質の新しいモデルを開発した。このモデルを

用いることで、外壁への延焼について再現性の高いシミュレーションを実施できること

がわかった。 

建物室内にガソリンを撒いた放火を想定し、室内の開口部をパラメータとして、

ガソリンで放火された場合の室内の燃焼挙動について調べ、これらの結果とこれら

に対応したガソリンを火源として開発したモデルを用いたシミュレーションの結果

とを比較した。その結果、シミュレーションは室内の燃焼挙動を概ねよく再現し、

シミュレーションが室内放火における室内の燃焼挙動を調べるツールとして有効で

あることがわかった。 

3 階建物内の 2 階の一室において出火した場合を想定して、室内火災を模した燃

焼実験を行い、各階における一酸化炭素中毒の可能性を調べるために、一酸化炭素



の発生を計測した。その結果、室内及び室内入口における一酸化炭素の濃度は 5%以

上に達し、高濃度の一酸化炭素が室内の燃焼によって生成されることがわかった。

シミュレーションによって、2 階のある部屋の火災で生成された一酸化炭素が 1 階

に影響するかについて調べたところ、1 階においても一酸化炭素中毒が引き起こさ

れる可能性があることがわかった。 

 (2) 当初予定していなかったが副次的に（あるいは発展的に）得られた成果 

火炎の進展に着目して研究を進めていたが、シミュレーションの実施においては、

火源となるガソリンなどの液体可燃物の燃焼再現性を高めることが不可欠であるこ

とがわかった。しかし、既存のシミュレーション手法では十分に再現できないこと

が判明した。そこで、多成分系の液体燃料について、新たに多層化複合物質モデル

を提案・構築した。なお、この成果によって、上述したガソリンを火源としたモデ

ルを新たに開発し、燃焼再現性の高いガソリン火炎をシミュレーションによって再

現することができるようになった。 

 (3) 当初想定していたが得られなかった成果 

火災鑑定を目的とした燃焼再現実験を実施するために必要な建築資材や家具など

の熱特性データを実測によって収集・蓄積を行ってきたが、シミュレーションの適

用範囲の拡大に伴って、より多種の建築資材や家具類の熱特性データを取得する必

要が生じた。この課題については、今後の研究において、多種の建築資材や家具な

どの熱特性データを実測し、収集・蓄積したデータを基に信頼性のある物質の熱特

性データベースを構築する予定である。 
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